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研究要旨 
 末期腎不全の医療は、国ごとに大きな違いがある。日本の腎臓病診療は世界のトップクラスであり、今後も
この誇るべき日本の診療体制を更に発展させ、国際的にリードしていくべきである。 
 

 
 
Ａ．研究目的 
   海外のCKD医療の現状と対策等について検討
し、CKD対策の全体像を俯瞰的に 把握することに
より、研究成果を客観的に分析・評価し、研究資源
配分の最適化を図る上で基盤となる情報を構築し、
さらにはCKDの医療水準の向上に貢献することを
目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
   主任研究者が理事長をつとめる日本腎 学会が
国際腎臓学会 Frontiers meeting を招聘し、また
分担研究者が理事をつとめる国際腎臓学会が末期
腎不全サミットを開催し、各国の腎臓病対策に関
する情報を収集するとともに、その他の国際学会
にも参加して密な情報交換を行う。 
  （倫理面への配慮） 
    検討は総論的なもので、個人情報の扱 いや介
入研究は行っておらず、倫理面の問題は無い。 
 
Ｃ．研究結果 
   先進国では、末期腎不全の医療は保険制度でま
かなわれているが、治療内容としての血液透析、腹
膜透析、移植の比率については、国ごとに大きく異
なる。本邦における腎臓病患者の予後は世界トップ
クラスである。 
 
Ｄ．考察 
末期腎不全の医療内容の国による違いは、各国の

地理的事情、人口密度、文化的背景など、様々な要

素によるものと考えられる。本邦における腎臓病患
者の予後が良いことについては、国と学会が密接に
協力し、長期戦略をたてて適切に対応を続けてき
たことが大きな要因と思われる。 
 
Ｅ．結論 
 今後も国際的な標準治療の情報を収集するとと
もに、世界に誇るべき日本の腎臓診療体制を更に発
展させ、腎臓病診療を国際的にリードしていくべき
である。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 なし 
 
 2.  学会発表 
 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 なし 
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